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モデル研究部会の活動目的

XMLの実用化モデルの研究、提案
XML関連の事例の収集や、フレームワー
ク規格の分析を通じ、活用ノウハウを蓄積
するとともに、新しい適用分野やアーキテ
クチャモデル、ビジネスモデルを提案する。
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モデル研究部会

XML応用規格ニュース収集

第1期活動内容・成果
・事例収集・分析

・データ交換フレームワーク調査

・XML応用システムモデル提案
・XMLメリット・デメリット分析

第2期活動内容・成果
・マルチメディア規格調査

・B2Bフレームワーク分析
・DB連携/検索/新サービス
分野でのシステムモデル検討



活動方針

XML応用規格/技術/事例について、テーマごと
の収集/分析/評価
– テーマ案

• コンテンツ管理分野
– 文書管理応用、マルチメディア応用
– Semantic Web, Topic Map, 自然言語処理応用

• データ交換分野
– Webサービス, SOAP, セキュリティ
– B2Bデータ交換のためのミドルウェアソフト

• 新サービス分野/システムモデル
– 組み込み応用, 検索/Query, XMIリポジトリ, 教育システム
– DB連携, メッセージング, 半構造データ,デザインパターン



活動方針

XML活用の普及・推進
– 雑誌・イベント・総会等での発表
– 応用規格に関するニュース発信
– Webページによる情報発信
– 応用事例/応用製品セミナーの企画・開催
– XMLコンソーシアム他部会および他団体との
協調による普及推進・標準化支援



活動方法とスケジュール

年2~3回の総会を実施
– 活動成果を対外的にアピールする場
テーマ別のWGを設置
– 例:コンテンツ管理,データ交換,システムモデル
– 月例ミーティングを開催
– 情報交換､人的交流の場
総会後､登録メンバーを募集

7月上旬に第1回ミーティングを開催､正式な活動
内容、WG構成を決定する。


